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こ
の
た
び
改
選
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
か
ら

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
松
田
町
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
議
長
と
し
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
の
重

さ
と
、
与
え
ら
れ
た
課
題
の
大
き
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
令
和
と
い
う
元
号
の
も
と
、
新

た
な
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
時
を

同
じ
く
し
て
、「
い
の
ち
〝
育
み
〟
未
来
へ
〝
ツ
ナ
グ
〟
進

化
〝
つ
づ
け
る
〟
故
郷
」
を
実
現
す
る
た
め
の
松
田
町
第
６

次
総
合
計
画
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

松
田
町
を
持
続
可
能
な
町
に
す
る
た
め
、
松
田
小
学
校
の

建
設
、
新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業
と
大
型
事
業
が
続
き
ま
す

が
、
行
政
と
議
会
は
、
車
の
両
輪
と
な
っ
て
町
の
発
展
を
支

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
透
明
性
の
あ
る
議

会
運
営
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
ま
す
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
議
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長　

飯
田　
　

一

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

令
和
元
年
９
月
３
日
告
示
、
８
日
投
票
日
と
な
っ
た
町
議
会
議
員
選
挙
は
無
投
票
と
な
り
、

初
め
て
の
議
会
が
、
10
月
３
日
（
木
）
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
臨
時
会
は
、
正
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の

選
任
、
各
種
委
員
会
委
員
の
選
出
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
同
意
等
が
行
わ
れ
、
新
し
い
議

会
の
役
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
議
員
の
任
期
は
、
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
）

　

ま
た
、
承
認
第
３
号
・
４
号
が
提
案
さ
れ
、
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

【
Ｐ
４
・
５
参
照
】

令和元年
第１回
臨時会

議
長
選
挙
の
結
果

�

当　

選　

飯
田　
　

一　

８
票

�

齋
藤　
　

永　

２
票

�

中
野　
　

博　

１
票

�

寺
嶋　
　

正　

１
票

副
議
長
選
挙
の
結
果

�

当　

選　

平
野
由
里
子　

８
票

�

田
代　
　

実　

１
票

�

寺
嶋　
　

正　

１
票

�

無
効
投
票　
　

２
票

　

第
１
回
臨
時
会
は
、
一
般
選
挙
後
の
初
議
会
で

あ
る
た
め
、
議
長
選
挙
・
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
新
議
長
に
飯
田
一
議
員
、
新
副
議
長
に
平
野

由
里
子
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
副
議
長
選
挙
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す

た
め
、
立
候
補
制
を
と
り
所
信
表
明
を
行
い
、
本

議
会
で
議
員
の
投
票
に
よ
り
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

正
副
議
長
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

正
・
副
議
長
選
挙
の
結
果
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議席番号7
南雲　まさ子

当選2回

議席番号8
中野　博
当選4回

議席番号12
大舘　秀孝

当選7回

議席番号9
飯田　一
当選4回

議席番号11
寺嶋　正
当選6回

議席番号10
齋藤　永
当選6回

議席番号5
田代　実
当選2回

議席番号4
平野　由里子

当選2回

議席番号6
井上　栄一

当選2回

議席番号3
内田　晃
当選1回

議席番号2
古谷 星工人

当選1回

議席番号1
唐澤　一代

当選1回

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　

◎
井
上　

栄
一

　

○
内
田　
　

晃

　
　

平
野
由
里
子

　
　

中
野　
　

博

　
　

齋
藤　
　

永

　
　

寺
嶋　
　

正

【
足
柄
上
衛
生
組
合
議
員
】

　
　

飯
田　
　

一

　
　

中
野　
　

博

【
足
柄
東
部
清
掃
組
合
議
員
】

　
　

飯
田　
　

一

　
　

井
上　

栄
一

　
　

寺
嶋　
　

正

【
表
彰
審
査
会
】

　
　

飯
田　
　

一

【
都
市
計
画
審
議
会
】

　
　

飯
田　
　

一

　
　

田
代　
　

実

【
民
生
委
員
推
薦
会
】

　
　

飯
田　
　

一

【
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
】

　
　

飯
田　
　

一

　
　

齋
藤　
　

永

議席番号は、当選
回数（在職期間の
長短及び年齢順）
によって、議長が
指定します。

◎は、委員長
○は、副委員長

【
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
】

　
　

唐
澤　

一
代

【
足
柄
上
地
区
広
域
行
政
協

議
会
】

　
　

飯
田　
　

一

　
　

平
野
由
里
子

【
神
奈
川
県
西
部
広
域
消
防

運
営
協
議
会
】

　
　

飯
田　
　

一

　
　

内
田　
　

晃

【
議
会
選
出
の
監
査
委
員
】

　
　

大
舘　

秀
孝

【
新
東
名
高
速
道
路
事
業
対

策
委
員
会
委
員
】

　
　

古
谷
星
工
人

　
　

大
舘　

秀
孝

【
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員

会
委
員
】

　
　

田
代　
　

実

【
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策

定
委
員
会
委
員
】

　
　

南
雲
ま
さ
子

◎
南
雲
ま
さ
子

○
唐
澤　

一
代

　

古
谷
星
工
人

　

田
代　
　

実

　

飯
田　
　

一

　

大
舘　

秀
孝

議会広報広聴
常任委員会

◎
平
野
由
里
子

○
古
谷
星
工
人

　

田
代　
　

実

　

中
野　
　

博

　

齋
藤　
　

永

　

大
舘　

秀
孝

産 業 厚 生
常任委員会

◎
井
上　

栄
一

○
寺
嶋　
　

正

　

唐
澤　

一
代

　

内
田　
　

晃

　

南
雲
ま
さ
子

　

飯
田　
　

一

総 務 文 教
常任委員会

そ
の
他
の
役
職

議 会 役 職 表（令和元年10月3日選出）
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補正予算 第３号（町民文化センターＥＳＣＯ事業）審査特別委員会報告書（要約）

１．開　催　日　　役場４階 会議室　8月26日（11名）、9月11日（10名）、9月17日（11名）
２．審査の結果　　9月11日、記名式投票による採決の結果、否決すべきものとした。
　　�　賛成４票、反対４票（白票３票を含む）の同数（退席１名。委員長は賛否に加わらない）であった。委員長

は、補正予算に積極的に賛成する者が半数を超えていないことから、現状維持の原則*に従い、否決すべきも
のと判断し決定した。

３．審 査 の 件　　副町長、教育委員会教育課長、政策推進課長、参事兼総務課長及び担当職員出席のもと、町民
　　�　文化センターESCO事業について、詳細に審査した。その結果、事業の方向性や財源を確保する努力は理

解した。
［賛成意見］
（1）昭和48年に町民文化センターを作ることになった当初、チェックメイトの地代と、ゴルフ場利用交付税、固

定資産税等を維持管理に充てていく方針であった。町民の文化施設として、利活用が求められるので、必要な事
業である。

（2）ここで結論を出さないと内示を受けた補助金が付かない可能性がある。
［反対意見］
（1）事業者の選定方法や補助金申請のプロセスが適当でなかった。
（2）事業の規模から、本来であれば当初予算に計上すべきものであった。さらに、工期や十分な審査をする時間等

を勘案されていない補正予算計上は、適当でなかった。 
（3）この事業によって公債費比率及び将来財政推計が増加するが、町からは財源確保等について適切な説明がされ

なかった。

　今後、公共施設等総合管理計画を早急に策定し、町の財政負担を明確にし、町民文化センターの利活用を含め、
事業執行に当たられたい。

＊�現状維持の原則…過半数議決を要する場合で、賛成・反対が同数となった時、議長（委員長）の採決にあたり、
積極的な賛成が半数を超えていないことから議決を差し控える（現状維持＝条例、予算などの現状を変更しな
い）ことが望ましいという原則。

議
会
全
員
協
議
会
で
の
説
明

・
７
月
11
日

　

事
業
の
概
要
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
企
画
提
案

型
）
方
式
に
よ
り
４
月
に
最

優
秀
業
者
決
定
、
財
源
確
保
、

今
後
の
方
針
な
ど
が
示
さ
れ

た
が
、
総
事
業
費
に
関
す
る

説
明
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

・�

８
月
20
日
（
８
月
定
例
会

開
催
中
）

　

補
助
対
象
事
業
の
場
合
の

総
事
業
費
１
億
６
千
万
円
余

が
示
さ
れ
、
23
日
に
補
正
予

算
と
し
て
提
案
す
る
旨
の
説

明
を
受
け
る
。

「
８
月
定
例
会
」で
提
案

・
８
月
23
日

追
加
日
程
と
し
て
、
補
正
予

算
第
３
号
（
町
民
文
化
セ
ン

タ
ー
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
）
が
提

案
さ
れ
る
。
こ
の
事
業
は
、

詳
細
な
調
査
が
必
要
な
た
め
、

議
員
11
名
の
構
成
に
よ
る
特

別
委
員
会
に
付
託
を
し
て
審

議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

特
別
委
員
会
で
の
審
査

　

８
月
23
日
か
ら
９
月
17
日

ま
で
に
３
回
の
委
員
会
を
開

催
、
審
査
し
、
採
決
の
結
果
、

過
半
数
に
達
し
な
か
っ
た
の

で
否
決
と
な
っ
た
。
詳
細
は

下
記
の
報
告
書
の
と
お
り
。

町
長
の
専
決
処
分

・
９
月
30
日

　

議
員
任
期
満
了
の
９
月
30

日
ま
で
に
、
臨
時
議
会
を
開

催
し
委
員
会
報
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ

て
、
補
正
予
算
第
３
号
は
審

議
未
了
で
廃
案
と
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
町
長
は
専
決
処

分
を
行
い
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を

執
行
で
き
る
措
置
を
と
っ
た
。

10
月
臨
時
会
で
不
承
認

・
10
月
３
日

　

町
議
会
選
挙
後
、
初
の
臨

時
会
が
10
月
３
日
に
開
催
さ

れ
、
専
決
処
分
の
承
認
を
採

決
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
不

承
認
と
な
っ
た
。

動　

議

　

補
正
予
算
が
未
承
認
に
な

っ
た
直
後
、
議
員
か
ら
「
町

民
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業
の
調
査
に
関
す
る
動

議
」
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
動

議
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
98

条
及
び
１
０
０
条
に
基
づ
き

特
別
委
員
会
を
設
置
し
調
査

を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

＊
動
議
…�

議
員
提
起
の

追
加
議
題

令和元年
第1回臨時会
ー10月3日開催ー

　

こ
の
補
正
予
算
第
３
号
は
、
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
し
た
ボ
イ
ラ
ー

を
電
気
機
器
へ
更
新
し
て
、
光
熱
水
費
と
二
酸
化
炭
素
の
削
減
を
図
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業
（
改
修
工
事
）
の
補
正
で
す
。
議
会
と
し
て
は
事
業
の
方
向
性
や
財
源

を
確
保
（
国
庫
補
助
金
）
す
る
努
力
は
理
解
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
事
業
者
の
選
定
方
法
や
補
助
金
申
請
の
プ
ロ
セ
ス
が
適
当
で
な
か

っ
た
こ
と
。
ま
た
、
１
億
５
千
万
円
を
超
え
る
事
業
規
模
と
起
債
額
（
町
の
借

金
）
を
鑑
み
て
、
補
正
予
算
に
計
上
す
べ
き
額
で
な
い
と
し
て
、
専
決
処
分
を

賛
成
少
数
で
不
承
認
と
し
ま
し
た
。

承
認
第
４
号　

専
決
処
分
の
承
認
、補
正
予
算
第
３
号

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業　

賛
成
少
数
で
不
承
認
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承認第４号　専決処分の承認
� 令和元年度松田町一般会計補正予算（第３号）　【討論】

町民文化センターＥＳＣＯ事業の調査に関する動議【討論】

賛成討論（要旨） 平野　由里子　議員
　改選時期の慌ただしい中、審議時間が絶対的に足りな
かったのは不幸なことでした。特別委員会では十分に審
議を尽くしていない状態で採決し賛否同数となり、委員
長採決では、積極的賛成が過半数を超えない場合の「現
状維持の原則」に則り、否決としました。委員会報告書
の作成も顔を合わせる時間が取れずＦＡＸでやりとりし、
最終的に9月17日に完成しました。その報告書（P4下
段参照）を9月中に本会議に戻す事ができなかったのは
痛恨の極みです。
　臨時議会の日程調整ができなかった事に対して、その
可能性がきわめて少ない状況だったのは、そもそも十分
な時間が無いのに上程された事が要因だと思いますが、
一旦投げられた案件を任期一杯まで諦めないで、何とか
開催できなかったのかという思いは残っています。
　町側も好き好んで専決処分に踏み切ったわけではない
と思います。私も決して良い事とは思っていません。今
回のプロセスに納得しきってはいませんし、議会がない
がしろにされたという思いはあります。しかし手続き論
ではなく、事業の目指すところを尊重して、この承認案
件に賛成します。
　補助金申請書を出す時、せめて議長に一言あるべきで
はなかったか、と思います。また総合計画の財政推計に
ついては、計画になかったものが出てくることを実証す

る羽目になりました。今後、社会情勢や町民ニーズに合
わせ、施策と財政の舵取りをしていくと思いますが、早
め早めに見通して、できるだけ当初予算に計上して頂き
たいと思います。
　多数決で勝ち負けを決することが民主主義ではありま
せん。民主主義の本質は、少数派も納得するところまで
議論を尽くすことです。町は、議会を面倒な存在だと思
うかもしれませんが、そもそも議会は面倒な場なのです。
そこで議論を尽くすなら、とても時間がかかる事をご承
知おき願いたい。難しい案件ほど、余裕を持って投げか
けて頂きたいと切に願います。
　この補正予算は何のためですか？議案を通す事が最終
目的ではないはずです。町民文化センターをしっかりと
活用し文化行政に取り組む事。上郡で唯一の大ホールを
備えた文化センターで、ここでしかできない事をどんど
ん展開し、人を呼び込み、町を元気にする事。それを誰
も言わなかったのは残念です。
　文化のためだけでなく、避難所としても、軽体操の場
としても使われています。また図書館は静かな居場所で
もあります。そういう大切な場の安心安全を確保し、そ
こを拠点に町を活性化するための補正予算ではないです
か？そのような観点から、この承認案件に賛成します。

反対討論（要旨） 井上　栄一　議員
　私は、承認第4号補正予算第3号について、反対の立
場で討論を行います。
　専決処分を「議会を招集する時間的余裕がない」とい
う理由で、9月30日付で処分したが、10月3日臨時会
開催を予定、たった4日間だけで議会の重要機能「予算
を定めること」の専決処分は、自治法の緊急事態への対
応の拡大解釈であり、自治法違反であり、この専決処分
は不承認すべきです。
　1億5千万円超の高額な補正予算の専決処分は、決し
て町民の理解は得られない。年度中途の補正予算は、特
別委員会で審議したが、時間的にも内容的にも不十分な
審議であった。
　現在、町の大規模事業の松田小建設、駅前整備の起債
等の財政推計は検討中であり、町の公営施設整備計画も
未策定です。起債額6千4百万円を増額する補正予算は、
付託された特別委員会でも適切な財政推計は示されな
かった。

　私は、町民文化センターはできるだけ延命をという考
えですが、町の財布は一つ。その財布も空に近く、公債
費比率も増高し、2035年度には起債制限に達するか
もしれないという状況を認識すべきです。
　町長は一方的に、地方自治法を拡大解釈し、歳出補正
1億5千万円超、起債額6千4百万円の補正予算を議会
無視で専決処分したことに対し、撤回し、この補正予算
を修正すべきです。
　全国でもこのような膨大な額の補正予算、議会無視の
専決処分はありません。専決処分議案を不承認とし議会
の権利を取り戻しましょう。議会制民主主義を確立すべ
きです。
　不承認となった専決処分に対し補正予算額を減額し、
この事業に議会が十分な審議を行うようにすることが、
議会の務めであります。

反対討論（要旨） 平野　由里子　議員
　百条は重みのある規定であり諸刃の剣であります。不
正な事があると疑念を生じかねず、議会も傷を負う覚悟
がなければ使うべきではありません。先の委員会で解明
できなかったのは時間不足が原因であり、今度は総務文

教常任委員会付託とし、時間も十分とって、先の委員会
の議事録の続きから質疑応答をすれば、調査は可能と考
えます。よって百条委員会設置の動議に反対いたします。
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一般会計５か年の決算額の推移歳入

単位：万円歳出

10億円 20億円 30億円 40億円 50億円

30年度

29年度

28年度

27年度

26年度 408,456
388,625

429,521
400,179

436,480
410,269

457,797
427,992

492,410
474,405

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
導
入
促
進
収
入
に
つ
い
て
、

60
万
円
の
予
算
に
対
し
48
万

余
円
の
決
算
で
あ
る
が
、
原

因
と
今
後
の
見
込
み
は
ど
う

か
。
パ
ネ
ル
の
耐
用
年
数
は
。

（
総
務
課
）

　

町
内
11
か
所
設
置
し
て
い

る
が
、
事
業
者
等
と
確
認
し

て
予
算
化
し
た
が
、
結
果
と

し
て
は
下
回
っ
た
。
今
後
に

つ
い
て
は
事
業
者
と
精
査
を

進
め
る
。

　

耐
用
年
数
は
20
年
で
、
能

力
は
低
下
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

の
決
算
額
８
９
３
７
万
５
千

円
は
前
年
度
比
１
２
９
０
万

円
ほ
ど
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

原
因
と
今
後
の
見
込
み
は
。

（
定
住
少
子
化
担
当
室
）

　

全
国
的
に
ふ
る
さ
と
納
税

参
加
団
体
が
増
え
、
寄
付
先

が
拡
散
し
た
こ
と
。
平
成
30

年
９
月
の
総
務
省
通
知
（
寄

付
額
３
割
地
場
産
品
の
要

請
）
の
影
響
が
あ
る
。
今
後

も
減
額
の
傾
向
は
あ
る
が
、

好
調
な
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
の
利
用
促
進
な
ど
で
対
応

す
る
。町

民
文
化
セ
ン
タ
ー
事

業
収
入
予
算
額
２
８
０
万
円

に
対
し
95
万
余
円
の
決
算
額

で
あ
る
が
、
そ
の
要
因
と
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
事
業
開
始
に
よ

る
効
果
。
今
後
の
事
業
予
定

と
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

（
教
育
課
）

　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
５
万
円

弱
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

が
８
万
円
弱
で
、
固
定
客
の

利
用
が
多
い
状
況
の
た
め
、

新
規
利
用
者
の
開
拓
を
し
て

い
く
。
本
年
５
月
に
ロ
ス
・

カ
ル
カ
ス
公
演
を
行
い
、
後

２
回
自
主
事
業
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
方
法
は
平
成

30
年
度
委
託
事
業
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
の
で
活
用

し
て
い
く
。

令和元年
第3回定例会

会期　8月20日（火）〜26日（月）

8/20 一般質問
　井上議員･平野議員�（Ｐ12）
　田代議員� （Ｐ13）
議案審議
　�認定6件（条例）

8/21 議案審議等
　�認定９件（決算）

8/22 議案審議等
　�認定1件（決算）
　�議案2件（工事請負契約・条
例）
委員会審査
　�特別委員会1件（決算）

8/23 議案審議等
　�議案３件（補正予算）
　�＊ESCO事業関連予算ほか
委員会審査
　�特別委員会1件（決算）

8/26 委員会審査
　�特別委員会1件（補正予算）
　�＊ESCO事業関連予算
議案審議等
　�委員会報告1件（決算）、認定
8件（決算）、報告2件、諸般
報告等

９会計の決算を認定
歳入 82億8035万円 　歳出 78億9755万円
歳入歳出差引残額  3億8280万円
　本会議2日目の8月21日、町長より平成30年度の一般会計
及び8特別会計等の歳入歳出決算が一括上程され、代表監査委
員の決算報告が行われました。一般会計の決算額は、歳入49
億2410万円に対し、歳出47億4405万円で、差引額は1億
8005万円となり、特別委員会に付託されました。一方、8特別
会計等の決算総額は、歳入33億5625万円に対し、歳出31億
5349万円で、差引額は2億276万円となりました。
　8月22日には、議員11名と議長（オブザーバー）による一般
会計決算審査特別委員会を開催し、町長・副町長・教育長以下、
参事・課長から係長職の職員が出席して、詳細に審査を行いまし
た。
　ここでは、一般会計決算審査特別委員会の主な審査概要をご紹
介します。

歳

　

　

入

一
般
会
計
決
算
の
主
な
質
疑
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子
ど
も
の
館
使
用
料
は

貸
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
収
入

だ
と
思
う
が
増
収
す
る
た
め

の
Ｐ
Ｒ
や
方
法
は
な
い
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

例
年
は
２
・
３
件
の
利
用
、

平
成
30
年
度
は
１
件
の
利
用

で
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

使
用
方
法
は
他
の
事
例
を
研

究
す
る
。

ハ
ー
ブ
館
収
入
は
予
算

額
３
０
９
０
万
余
円
に
対
し

決
算
額
は
２
０
９
５
万
余
円

で
あ
る
。
こ
の
要
因
は
。

（
観
光
経
済
課
）

　

前
３
年
間
の
指
定
管
理
者

の
実
績
ベ
ー
ス
で
予
算
化
し

た
が
、
桜
ま
つ
り
で
の
収
入

が
６
０
０
万
円
ほ
ど
減
収
と

な
っ
た
。
来
園
者
数
は
例
年

並
み
で
あ
っ
た
の
で
ハ
ー
ブ

館
に
入
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
方
法
を
取
り
入
れ
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

の
収
入
に
対
し
返
礼
品
や
事

務
経
費
で
半
分
を
占
め
て
い

る
が
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
、

返
礼
品
の
地
場
産
品
の
中
で
、

松
田
町
は
「
足
柄
茶
」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
を
う
た
っ
て
い

る
が
、
新
た
に
「
丹
沢
大
山

茶
」
を
加
え
た
ネ
ー
ミ
ン
グ

と
し
て
伊
勢
原
市
の
イ
メ
ー

ジ
だ
が
ど
う
か
。

（
定
住
少
子
化
担
当
室
）

　

平
成
27
年
度
よ
り
実
施
し

て
お
り
、
必
要
経
費
と
し
て

返
礼
品
と
委
託
事
業
者
へ
の

経
費
で
、
50
％
の
費
用
が
か

か
っ
て
い
る
。
地
場
産
品
を

活
用
す
る
中
で
、
お
茶
と
茶

器
の
セ
ッ
ト
提
供
を
し
て
い

る
。
丹
沢
大
山
茶
は
包
括
連

携
の
中
で
売
り
出
し
て
い
る
。

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
事

業
収
入
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で

５
万
円
の
収
入
と
い
う
事
だ

が
、
学
校
教
育
の
中
で
松
田

の
子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ

る
よ
う
な
考
え
は
あ
る
か
。

（
教
育
課
）

　

学
校
の
教
育
課
程
で
は
授

業
時
数
が
限
ら
れ
る
の
で
、

イ
ベ
ン
ト
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
、
産
業
ま
つ
り
、
夏
フ

ェ
ス
な
ど
で
開
放
し
て
い
る
。

　本委員会は、8月22日及び23日に委員6名全員出席のもとに、役場4階大会議室で委員会を開催し、令和

元年第3回議会定例会において付託された認定第1号「平成30年度松田町一般会計歳入歳出決算の認定」に

ついて、慎重に審査いたしましたので、次のとおり報告します。

記

１．審査の結果

　　　採決により、賛成全員で認定すべきものと決定しました。

２．審査の内容

　　�　歳入については一括、歳出については各款を単位として、適切な執行がされたかを中心に審査を行いま

した。

　　�　歳入は、自主財源の根幹である町税が減少傾向にあるので、財源確保に引き続き取り組む必要がありま

す。歳出は、今後松田小学校建設工事などが予定されている中で、より厳格な執行が必要となることから、

次のことについて、留意されたい。

（1）ふるさと応援寄附金に対する返礼品は、魅力的な地場産品を開発するとともに、地場産業振興を図り、歳

入増を図られたい。

（2）委託事業については、今後十分な精査を行い、執行されたい。

（3）女性が輝き活躍するコンパクトシティ創生事業は、事業費が高額にもかかわらず、５年間の事業の関連性

がわかりづらい。実施内容や、その効果を定期的に報告されたい。

（4）木質バイオマスエネルギー計画委託事業は、議会に十分な報告がなされていないので、説明責任を果たさ

れたい。

（5）道路新設改良について、人口増加策などを考慮して、計画的かつ積極的な事業展開を図られたい。

（6）旧寄中学校校舎の利活用について、早急に計画を策定するとともに、十分な維持管理を行うこと。

決算審査特別委員会報告書（抜粋）
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包
括
連
携
協
定
を
結
ん

で
い
る
企
業
の
商
品
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
入
っ

て
い
る
が
、
総
務
省
通
達
に

違
反
し
な
い
か
。

（
定
住
少
子
化
担
当
室
）

　

返
礼
品
の
取
扱
い
制
限
が

厳
し
く
な
っ
た
の
で
、
通
達

に
よ
り
、
地
場
産
品
に
限
定

し
た
。女

性
が
輝
き
活
躍
す
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
事
業
に

つ
い
て
、
４
本
委
託
料
が
出

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
ん

な
事
業
を
委
託
し
、
ま
た
そ

の
成
果
は
。

（
定
住
少
子
化
担
当
室
）

　

こ
の
事
業
は
平
成
28
年
度

か
ら
５
カ
年
計
画
で
地
方
創

生
交
付
金
を
活
用
し
て
い
る
。

旧
土
木
事
務
所
活
用
調
査
委

託
は
耐
震
や
改
修
の
可
能
性
、

建
築
確
認
等
事
前
調
査
、
設

計
監
理
業
務
委
託
は
改
修
設

計
と
工
事
監
理
、
創
生
推
進

拠
点
施
設
開
設
準
備
業
務
委

託
は
開
業
に
向
け
た
事
前
調

有
害
獣
防
止
柵
の
補
助

金
が
予
算
に
対
し
て
利
用
実

績
が
年
々
落
ち
て
い
る
。
も

っ
と
、
町
民
が
利
用
し
や
す

い
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

平
成
30
年
度
に
「
「
お
知

ら
せ
号
」、「
広
報
ま
つ
だ
」

で
周
知
し
た
が
利
用
は
１
件

の
み
だ
っ
た
の
で
、
利
活
用

を
促
進
す
る
た
め
に
、
農
家

の
方
々
の
ニ
ー
ズ
を
伺
っ
て

進
め
て
い
く
。

一
般
会
計
か
ら
下
水
道

事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

が
１
億
２
９
２
０
万
円
あ
る

が
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補

助
金
の
額
が
９
万
円
で
あ
り

不
公
平
さ
を
感
じ
る
。
合
併

処
理
浄
化
槽
の
普
及
が
進
ま

な
い
の
は
個
人
負
担
の
重
さ

に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

査
。
女
性
が
輝
き
活
躍
す
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
業
務
委
託

は
起
業
・
経
営
に
向
け
た
セ

ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
た
が
起
業
に
至
っ

た
例
は
無
い
。

備
蓄
品
の
中
に
液
体
ミ

ル
ク
は
入
っ
て
い
る
か
。

（
安
全
防
災
担
当
室
）

　

常
温
保
存
が
可
能
で
あ
る

た
め
、
今
後
、
追
加
保
管
す

る
。

中
丸
や
中
河
原
の
町
営

住
宅
地
の
返
却
が
決
ま
っ
た

が
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
関
与
す
べ
き
だ
。

（
副
町
長
）

　

宅
地
と
し
て
整
備
す
る
た

め
に
は
、
付
帯
工
事
が
必
要

に
な
る
。
地
権
者
と
利
活
用

に
向
け
た
話
し
合
い
を
進
め

る
。

昭
和
30
年
代
に
植
林
し

た
町
有
林
の
杉
、
桧
が
60
年

経
過
し
て
い
る
。
小
学
校
建

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　

以
前
か
ら
比
較
の
中
で
、

合
併
処
理
浄
化
槽
と
下
水
道

処
理
の
差
異
は
出
て
い
る
。

完
全
に
埋
め
切
れ
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
補
助
の
拡
充
な

ど
ご
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
も
継
続
し
て
考
え
て
い

く
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
旧
松
田
土
木
事
務
所
に
移

っ
た
が
、
初
め
利
用
者
か
ら

の
要
望
で
２
階
に
設
置
し
た

と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。
２

階
ま
で
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
持
っ

て
い
く
の
が
大
変
だ
と
い
う

利
用
者
の
声
を
聞
い
て
い
る
。

ど
う
な
の
か
。

（
子
育
て
健
康
課
・
定

住
少
子
化
担
当
室
）

　

一
般
の
方
の
建
物
へ
の
出

入
り
が
あ
る
と
い
う
話
の
中

で
２
階
に
あ
っ
た
方
が
安
全

設
材
と
し
て
利
用
で
き
る
か
。

（
総
務
課
）

材
質
や
搬
出
経
費
に
問
題
が

面
の
配
慮
か
ら
良
い
だ
ろ
う

と
判
断
し
た
。
ベ
ビ
ー
カ
ー

に
つ
い
て
は
、
１
階
に
置
い

て
、
ス
タ
ッ
フ
が
フ
ォ
ロ
ー

す
る
方
法
で
対
応
し
て
お
り

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
を
１
階
に

設
置
し
て
い
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
計
画
で
、
委
託

料
１
３
７
０
万
円
が
補
正
で

追
加
さ
れ
た
が
成
果
品
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
議
会
、
住

民
等
へ
の
周
知
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

（
環
境
上
下
水
道
課

長
・
副
町
長
）

　

木
材
を
使
っ
て
の
バ
イ
オ

マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
と

い
う
こ
と
で
、
時
期
及
び
制

度
、
あ
る
い
は
内
容
を
鑑
み

た
う
え
で
、
す
ぐ
に
導
入
と

い
う
事
で
は
な
く
、
導
入
の

実
現
性
を
探
る
た
め
の
調
査

に
つ
い
て
の
１
０
０
％
補
助

で
あ
り
、
今
後
の
事
業
推
進

に
当
た
っ
て
、
正
確
な
補
助

事
業
と
判
断
し
環
境
省
に
応

募
し
た
と
い
う
経
緯
で
あ
る
。

当
然
、
成
果
報
告
書
を
提
出

す
る
。

あ
り
、
建
材
品
と
し
て
は
難

し
い
。

学
童
の
増
加
傾
向
は
本

当
な
の
か
。
そ
の
対
策
と
し

て
職
員
、
先
生
と
い
っ
た
人

た
ち
へ
の
研
修
体
制
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。（

子
育
て
健
康
課
）

　

学
童
の
通
所
人
数
は
、
こ

こ
数
年
横
ば
い
状
態
で
、
平

成
30
年
度
は
松
田
85
名
、
寄

６
名
で
す
。
支
援
員
の
研
修

は
、
県
で
実
施
し
て
い
る
支

援
員
研
修
等
へ
の
参
加
は
３

〜
４
日
、
平
成
30
年
度
は
10

名
が
受
講
し
て
い
る
。

足
柄
上
衛
生
組
合
負
担

金
は
５
１
３
万
円
で
あ
る
が
、

松
田
町
の
公
共
下
水
が
整
備

さ
れ
て
い
る
区
域
で
下
水
道

に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
世
帯

は
あ
る
か
。

（
環
境
上
下
水
道
課
長
）

　

接
続
率
が
91
・
３
％
で
、

そ
れ
以
外
は
汲
み
取
り
で
あ

る
。
下
水
道
未
接
続
世
帯
の

経
済
状
況
や
年
齢
状
況
を
考

慮
し
て
、
ど
う
い
う
対
策
が

効
果
的
か
研
究
し
た
い
と
考

え
る
。

定
住
・
防
災
・
財
産

民

生

・

衛

生
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道
路
の
新
設
改
良
費
の

工
事
請
負
は
道
路
後
退
用
地

の
整
備
に
１
２
２
万
円
、
寄

15
号
線
道
路
改
良
工
事
に
６

２
７
万
円
。
将
来
的
な
事
業

の
道
路
用
地
は
８
万
７
千
円

と
わ
ず
か
で
す
が
、
町
内
道

路
整
備
計
画
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　

平
成
28
年
に
策
定
し
た
町

道
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

優
先
順
位
を
定
め
て
事
業
を

進
捗
す
る
。

Ｙ
Ｈ
Ｖ
管
理
運
営
委
託

料
１
９
１
万
９
１
６
０
円
は
、

事
業
が
単
発
で
、
一
貫
性
が

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
ど

う
か
。（

観
光
経
済
課
）

　

寄
地
域
の
人
口
が
減
少
が

加
速
す
る
中
、
昔
整
備
し
た

資
源
が
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
と

ズ
レ
が
生
じ
、
う
ま
く
機
能

し
な
く
な
っ
て
い
る
。
人
や

拠
点
が
つ
な
が
り
、
連
携
し

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
む
。

飲
食
店
組
合
と
協
働
で
、

サ
ク
ラ
マ
ス
の
寿
司
や
、
サ

ト
イ
モ
ジ
ャ
ム
の
開
発
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

サ
ク
ラ
マ
ス
の
寿
司
は
、

作
成
に
手
間
が
か
か
る
た
め
、

１
年
中
の
販
売
は
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
サ
ト
イ
モ
の
ジ
ャ

ム
は
、
製
造
・
販
売
ま
で
至

っ
て
い
な
い
状
況
。

商
工
振
興
の
店
舗
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
は
、
何

件
が
利
用
し
、
効
果
は
ど
う

か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

空
き
家
を
店
舗
に
活
用
す

る
た
め
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

支
援
の
補
助
金
で
、
１
件
50

万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

Ｙ
Ｈ
Ｖ
管
理
運
営
委
託

事
業
の
商
品
開
発
で
、
特
産

品
開
発
は
ど
う
い
っ
た
効
果

で
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
特

産
品
が
地
域
経
済
に
ど
う
反

映
し
た
の
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
特
産

品
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
丹
沢

大
山
茶
と
、
ま
だ
形
に
は
な

っ
て
い
な
い
が
ジ
ビ
エ
関
係

の
産
品
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

Ｙ
Ｈ
Ｖ
事
業
推
進
支
援

委
託
料
４
３
０
万
円
は
、
寄

の
振
興
に
ど
う
寄
与
し
た
の

か
。

（
観
光
経
済
課
）

　

既
存
の
資
源
を
活
用
し
た

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や

農
泊
を
推
進
。
ま
た
、
酒
米

づ
く
り
で
オ
ー
ル
松
田
産
の

日
本
酒
「
松
田
美
人
」
が
誕

生
し
た
。

商
工
振
興
費
の
特
産
品

開
発
事
業
と
Ｙ
Ｈ
Ｖ
管
理
運

営
委
託
事
業
の
商
品
開
発
の

違
い
に
つ
い
て
。

（
観
光
経
済
課
）

　

基
本
的
に
、
Ｙ
Ｈ
Ｖ
事
業

の
商
品
開
発
は
寄
地
区
で
こ

れ
か
ら
新
し
い
産
品
を
作
っ

て
い
く
も
の
で
、
商
工
振
興

費
は
松
田
地
区
で
商
品
化
を

施

設

・

産

業

教

育

・
そ

の

他

目
指
し
て
い
く
も
の
。

地
籍
調
査
委
託
料
１
０

６
０
万
５
千
円
は
、
国
庫
か

ら
６
９
９
万
余
円
を
特
定
財

源
と
し
て
い
る
。
進
捗
と
効

果
を
ど
う
予
測
す
る
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　

平
成
30
年
度
６
ｈ
ａ
実
施

し
、
市
街
化
区
域
１
９
８
ｈ

ａ
に
対
し
71
ｈ
ａ
実
施
済
み

閉
鎖
さ
れ
た
寄
中
学
校

の
校
舎
の
清
掃
、
消
防
設
備

の
保
守
点
検
、
浄
化
槽
の
維

持
管
理
等
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

（
教
育
課
）

　

す
ぐ
に
で
も
使
え
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
、
寄
小
学

校
の
予
算
の
中
で
管
理
に
関

す
る
経
費
は
計
上
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
よ
り
小
学

３
年
生
以
上
の
英
語
教
育
の

強
化
が
図
ら
れ
る
が
、
講
師

や
教
員
に
つ
い
て
は
ど
う
な

る
の
か
。

と
な
り
、
約
35
％
の
進
捗
率

で
あ
る
。
地
籍
調
査
の
効
果

と
し
て
は
、
官
民
双
方
に
と

っ
て
、
将
来
の
土
地
取
り
引

き
等
で
の
測
量
等
の
経
費
が

落
ち
る
。
大
規
模
災
害
で
構

造
物
が
消
失
し
た
場
合
で
も

境
界
確
定
が
で
き
る
。
町
全

体
で
地
籍
の
増
加
に
よ
り
増

収
が
見
込
ま
れ
る
。

（
教
育
課
）

　

教
員
に
校
内
外
で
の
研
修

を
行
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
は
、

引
き
続
き
雇
用
し
、
教
員
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

図
書
館
の
経
費
が
年
々
、

先
細
り
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

図
書
館
が
持
つ
重
要
性
を
し

っ
か
り
と
認
識
を
し
、
更
な

る
現
状
維
持
に
努
め
ら
れ
た

い
。

（
教
育
課
）

　

予
算
は
限
ら
れ
て
は
い
る

が
、
本
の
購
入
に
際
し
て
厳

選
を
す
る
。
図
書
館
と
い
う

機
能
で
あ
る
の
で
、
多
く
の

人
た
ち
に
足
を
運
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
く
。

子育て支援センターなどが入る
創生推進拠点施設（旧土木事務所）
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条
例
・
補
正
予
算

▼
松
田
町
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例

　

令
和
元
年
度
か
ら
森
林
環

境
譲
与
税
が
譲
与
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
森
林
環
境

譲
与
税
は
、
法
令
で
定
め
ら

れ
た
使
途
事
業
を
確
実
に
執

行
し
、
そ
の
実
績
を
わ
か
り

や
す
く
公
表
す
る
体
制
を
構

築
す
る
事
が
必
要
で
す
。
毎

年
度
の
譲
与
税
を
明
確
に
区

分
し
経
理
す
る
た
め
、
地
方

自
治
法
第
２
４
１
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
基
金
条
例
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
印
鑑
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

住
民
票
の
写
し
及
び
印
鑑
登

録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る

た
め
、
必
要
な
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

▼
松
田
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

住
民
票
の
写
し
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
手
数
料
に
つ
い
て

必
要
な
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

▼
松
田
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
松
田
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
利
用
者
負
担
額
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
松
田
町
立
幼
稚
園
保
育
料

等
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
記
３
議
案
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か

ら
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ク
ラ

ス
の
す
べ
て
の
子
ど
も
と
、

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ク
ラ
ス

の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子

ど
も
の
保
育
料
が
無
償
化
と

な
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
元
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
７
９
３
２
万
６
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
50
億

３
０
３
４
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
は
森

林
環
境
譲
与
税
、
子
ど
も
・

子
育
て
臨
時
交
付
金
、
前
年

度
繰
越
金
、
歳
出
は
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

扶
助
費
・
事
務
費
等
、
森
林

環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金
、

新
松
田
駅
周
辺
整
備
基
金
積

立
金
な
ど
を
補
正
す
る
も
の

で
す
。

▼
令
和
元
年
度
松
田
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
３

１
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
11
億
６
６
０
万
９

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
は
一

般
会
計
繰
入
金
、
前
年
度
繰

越
金
、
歳
出
は
保
険
給
付
費

の
財
源
補
正
、
介
護
給
付
費

負
担
金
過
年
度
分
返
還
金
な

ど
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
平
成
30
年
度
旧
松

田
土
木
事
務
所
改
修
工
事
）

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
決

算
認
定
の
審
議
に
お
け
る
質

疑
の
結
果
に
基
づ
き
、
平
成

30
年
度
旧
松
田
土
木
事
務
所

改
修
工
事
の
請
負
契
約
に
つ

い
て
、
松
田
町
議
会
の
議
決

に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
得
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

右
記
の
議
案
に
関
連
し
て
、

町
長
の
給
与
に
つ
い
て
、
令

和
元
年
９
月
１
日
か
ら
令
和

２
年
２
月
29
日
ま
で
の
間
、

給
料
月
額
の
１
０
０
分
の
10

に
相
当
す
る
額
を
減
額
す
る

た
め
、
必
要
な
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

▼
令
和
元
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
２
９
６
２
万
９
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

51
億
５
９
９
７
万
５
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
は
二

酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事

業
費
等
補
助
金
、
町
民
文
化

セ
ン
タ
ー
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
債
、

歳
出
は
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
設

計
委
託
料
、
工
事
請
負
費
を

補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

議
長
を
除
く
議
員
11
名
で

構
成
す
る
補
正
予
算
（
町
民

文
化
セ
ン
タ
ー
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事

業
）
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
会
期
終
了
後
も
議
会

閉
会
中
の
継
続
審
査
を
行
い
、

９
月
17
日
に
報
告
書
（
Ｐ
４

下
段
参
照
）
を
議
長
に
提
出

し
ま
し
た
が
、
臨
時
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
議

員
の
任
期
満
了
（
９
月
30

日
）
に
よ
る
廃
案
と
な
る
前

に
、
長
が
専
決
処
分
を
行
い

ま
し
た
。

審
議
の
結
果

　

以
上
の
ほ
か
、
９
件
の
認

定
を
含
む
、
採
決
の
結
果
は
、

Ｐ
11
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

専決処分とは
　地方自治法第１７９条に規定する

「議会が議決すべき事件又は決定す

べき事件について、特別の場合に、

長が、議会において議決又は決定し

たものと同様の法的効果を持つ処分

又は決定を行うこと。」また、同条

第３項では「次の会議においてこれ

を議会に報告し、その承認を求めな

ければなりません。」

【特別の場合の例】

①議会が成立しないとき、②特に緊

急を要するため議会を招集する時間

的余裕がないことが明らかであると

認めるとき、③議会において議決す

べき事件を議決しないとき
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議 案 審 議 結 果 一 覧
第3回定例会� ○…賛成　●…反対　可…可決　否…否決　認…認定　欠…欠席

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

飯
田　
　

一

利
根
川　

茂

小
澤　

啓
司

石
内　
　

浩

齋
藤　
　

永

鈴
木　

眞
德

大
舘　

秀
孝

議案26 松田町森林環境譲与税基金条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 松田町印鑑条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 松田町手数料徴収条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 松田町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 松田町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用
者負担額等を定める条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 松田町立幼稚園保育料等の徴収に関する条例の一部を改正
する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 令和元年度松田町一般会計補正予算 （第２号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 令和元年度松田町介護保険事業特別会計補正予算 （第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 工事請負変更契約の締結について （平成30年度旧松田土木
事務所改修工事） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 松田町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 令和元年度松田町一般会計補正予算 （第３号）
※町民文化センターＥＳＣＯ事業 ※２

認定 1 平成30年度松田町一般会計歳入歳出決算の認定について 
（一般会計決算審査特別委員会報告） 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 平成30年度松田町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 平成30年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳
出決算の認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 平成30年度松田町上水道事業会計利益の処
分及び決算の認定について

利益の処分 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
決算の認定 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 平成30年度松田町寄簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 平成30年度松田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 平成30年度松田町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 平成30年度松田町用地取得特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 平成30年度松田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※１ 中野博議長は採決には加わらない。
※２ �議案第36号は、地方自治法第109条第4項に規定する補正予算（町民文化センターＥＳＣＯ事業）審査特別委員会を設置し、

閉会中の継続審査となりました。9月17日に委員会報告書を議長に提出しましたが、臨時会が開催できず、議員の任期満
了（9月30日）による廃案となる前に、第179条に規定する長の専決処分となりました。



12このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。

　

町
長
も
こ
の
第
３
回
定
例

議
会
で
任
期
の
半
ば
と
な
り
、

松
田
町
長
と
し
て
６
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
自

身
で
定
め
ら
れ
た
多
選
禁
止

条
例
で
は
、
次
回
当
選
さ
れ

る
と
す
れ
ば
、
任
期
計
12
年

と
す
る
と
残
任
期
間
は
半
ば

の
６
年
で
す
。

　

６
次
総
合
計
画
も
策
定
さ

れ
、
次
の
項
目
な
ど
に
つ
い

て⑴　

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事

業
に
つ
い
て

⑵　

仲
町
屋
・
沢
尻
町
営
住

宅
用
地
に
つ
い
て

⑶　

旧
松
田
土
木
事
務
所
用

地
の
今
後
に
つ
い
て

　

今
後
の
６
年
間
そ
れ
以
降
、

ど
の
よ
う
な
構
想
・
計
画
・

考
え
方
の
下
進
め
ら
れ
て
い

く
の
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

まずは命を守る
事業を優先に

回答（町長）

⑴　

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
権
利
者
の

皆
様
の
想
い
や
、
町
民
の
皆

様
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と

が
、
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

⑵　

仲
町
屋
・
沢
尻
町
営
住

宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
が
い
る
土
地
活
用
及
び
売

買
等
の
可
能
性
調
査
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
住
宅
地
と
し
て

有
効
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

⑶　

旧
松
田
土
木
事
務
所
用

地
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
指

定
管
理
者
へ
の
委
託
期
間
の

５
年
間
の
事
業
の
実
施
状
況

を
確
認
し
、
そ
れ
以
降
の
社

会
情
勢
や
町
の
財
政
状
況
、

公
共
施
設
の
個
別
の
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
模
索
し
、
町
益
を

第
一
に
考
え
、
総
合
的
に
判

断
し
た
利
活
用
を
行
っ
て
い
く
。

　

内
閣
府
は
初
め
て
昨
年
末

に
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に

つ
い
て
サ
ン
プ
ル
調
査
を
し
、

３
月
末
に
結
果
が
公
表
さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
40
～
64

歳
の
ひ
き
こ
も
り
の
方
は
全

国
で
61
万
３
千
人
と
推
定
さ

れ
る
と
い
う
。
松
田
町
の
そ

の
年
代
の
人
口
に
当
て
は
め

る
と
50
人
ほ
ど
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
に
な
る
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で

実
態
把
握
は
難
し
い
と
思
う

が
、
該
当
者
が
あ
る
こ
と
を

前
提
で
取
り
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
。

⑴　

町
で
は
ど
の
よ
う
な
支

援
を
し
て
い
る
か
。
よ
り
若

い
世
代
対
象
の
も
の
と
違
う

取
り
組
み
が
あ
る
か
。

⑵　

こ
れ
に
関
わ
る
人
材
の

養
成
や
研
修
は
行
っ
て
い
る

か
。

⑶
「
生
き
が
い
と
居
場
所

づ
く
り
創
出
」（
町
長
の

「
鼓
動
」
よ
り
）
と
は
具
体

的
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

福祉課にご相談
ください！

回答（町長）

⑴　

若
い
世
代
の
引
き
こ
も

り
事
案
に
つ
い
て
は
、
県
内

４
か
所
の
か
な
が
わ
子
ど

も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
に
繋
げ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
ひ
き
こ
も
り
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
、

必
要
な
情
報
提
供
を
行
っ
た

り
、
専
門
機
関
と
連
携
し
て

対
応
を
図
っ
て
い
る
。
中
高

年
層
の
場
合
、
福
祉
課
が
相

談
窓
口
と
な
り
、
そ
こ
に
繋

げ
る
か
、
必
要
に
応
じ
て
生

活
困
窮
の
相
談
や
、
医
療
が

必
要
な
場
合
は
医
療
機
関
に

紹
介
す
る
。

⑵　

担
当
職
員
が
、
自
殺
対

策
や
８
０
５
０
問
題
等
の
研

修
に
参
加
し
て
い
る
。

⑶　

ソ
フ
ト
面
で
は
様
々
な

町
民
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
こ
と
、
ハ
ー
ド
面
で
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
文
化
セ

ン
タ
ー
や
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
居
場
所
と
し
て
の
機

能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
や
、

試
験
的
運
用
を
開
始
し
た
福

祉
巡
回
バ
ス
で
居
場
所
ま
で

の
足
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど

が
そ
れ
に
あ
た
る
。

本
山
町
長
の
今
後
の
町
づ
く
り
構
想
は

質
問
者

　

井
上　

栄
一　

議
員

質
問
者

　

平
野  

由
里
子　

議
員

ひ
き
こ
も
り
の
方
や
ご
家
族
を

孤
立
さ
せ
な
い
た
め
に
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一般質問は、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

　

「
松
田
小
学
校
校
舎
建
設

事
業
」
は
、
複
数
の
業
者
か

ら
の
企
画
提
案
の
結
果
６
月

４
日
に
最
優
秀
提
案
業
者
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
建

設
企
業
体
と
今
後
の
工
事
請

負
契
約
等
の
協
定
を
取
り
交

わ
し
、
工
事
ご
と
に
議
会
承

認
を
得
て
進
め
る
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

令
和
２
年
６
月
ま
で
に

実
施
設
計
を
完
了
し
、
９
月

以
降
に
建
設
工
事
に
着
手
さ

れ
ま
す
が
、
住
民
説
明
会
で

出
さ
れ
た
要
望
や
意
見
は
ど

の
よ
う
な
手
法
で
設
計
に
反

映
さ
れ
る
の
か
。
松
田
の
桧

や
杉
は
活
用
さ
れ
る
の
か
。

⑵　

最
優
秀
提
案
業
者
か
ら

は
、
災
害
時
に
お
け
る
屋
外

設
備
と
し
て
必
要
な
下
水
道

直
結
式
仮
設
ト
イ
レ
や
、
貯

留
型
仮
設
ト
イ
レ
、
か
ま
ど

ベ
ン
チ
な
ど
の
提
案
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
防
災
拠
点

を
兼
ね
た
校
舎
建
設
と
い
う

視
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
対

応
さ
れ
る
の
か
。

校舎建設委員会で、
前向きに
調整していく
回答（町長）

⑴　

住
民
の
方
々
や
松
田
小

学
校
の
先
生
方
か
ら
、
６
回

に
わ
た
る
説
明
会
・
意
見
交

換
会
で
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
技
術
的
な
こ
と

や
建
設
費
の
関
係
で
す
べ
て

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
校
舎
建
設
委
員
会

に
諮
り
進
め
て
い
く
。

　

松
田
の
材
木
の
活
用
は
、

費
用
対
効
果
も
含
め
森
林
組

合
と
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

⑵　

下
水
道
直
結
式
仮
設
ト

イ
レ
５
基
や
60
ト
ン
耐
震
性

貯
留
槽
の
設
置
は
、
設
計
提

案
書
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

か
ま
ど
ベ
ン
チ
は
、
住
民
の

方
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
意
見
を
伺
い
、
検
討

し
て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
防

災
機
能
を
組
み
込
み
た
い
が
、

予
算
に
限
度
が
あ
る
の
で
、

校
舎
完
成
後
に
補
完
事
業
で

の
取
組
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
。

議 案 審 議 結 果 一 覧（P4・5関連）

第1回臨時会（10月3日）� ○…賛成　●…反対　可…可決　同…同意　承…承認　不…不承認

議
案
等
番
号

議員名（議席順）
議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

同意 5 監査委員の選任について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
2

承認 3
専決処分の承認を求めることについて （松田町小規模保育
所条例） 承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4
専決処分の承認を求めることについて （令和元年度松田町
一般会計補正予算第3号）
　町民文化センターＥＳＣＯ事業

不 ○ ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ●

動　議 町民文化センターＥＳＣＯ事業の調査に関する動議 可 ● ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

※１ 飯田一議長は採決には加わらない。　※２ �大舘秀孝議員は自身の選任のため採決に加わらない。

松田小学校校舎イメージ図

質
問
者

　

田
代　

実　

議
員

町
民
の
支
え
と
な
る

松
田
小
学
校
建
設
の
た
め
に
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松
田
町
議
会
で
は
、
７
月
26
日
（
金
）
午
後
７
時
に
寄
小
学
校
屋
内
運
動
場
多
目
的
ル
ー
ム

（
７
名
参
加
）
、
27
日
（
土
）
午
後
７
時
に
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル
（
５
名
参
加
）
で
、

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
開
催
し
た
議
会
報
告
会
は
、
参
加
者
の
発
言
時
間
が
あ
ま
り
取
れ
な
か
っ
た
と
い
う

反
省
点
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
報
告
は
簡
潔
に
し
、
参
加
者
ひ
と
り
一
人
に
発
言
し
て
い
た

だ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
メ
イ
ン
に
し
ま
し
た
。 活

発
な
意
見
交
換

議
会
報
告
会

意
見
交
換
会

Ｙ
Ｈ
Ｖ
事
業
の
た

め
に
も
寄
自
然
休
養
村
事
業

の
検
証
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
検
証
が
無

い
と
、
Ｙ
Ｈ
Ｖ
事
業
も
補
助

金
が
切
れ
た
ら
終
了
と
な
ら

な
い
か
危
惧
し
て
い
ま
す
。

国
の
補
助
金
は
、
い

つ
ま
で
も
続
く
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
方
創
生
事
業

で
は
、
地
方
が
自
ら
稼
ぎ
自

走
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
マ
ス
釣
り

場
や
動
物
村
、
市
民
農
園

も
最
初
は
勢
い
が
あ
っ
た

が
、
徐
々
に
悪
化
し
、
町
の

持
ち
出
し
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
動
物
村
は
紆
余
曲
折
し

て
ド
ッ
グ
ラ
ン
と
な
り
、
今

回
、
Ｙ
Ｈ
Ｖ
地
方
創
生
事
業

で
ハ
ー
ド
整
備
し
、
指
定
管

理
制
度
と
な
り
町
か
ら
の
支

出
は
５
百
万
円
か
ら
１
３
０

万
円
ま
で
下
が
っ
て
い
ま
す
。

マ
ス
釣
り
場
も
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
考
え

な
く
て
は
い
け
な
い
時
に
来

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ｙ
Ｈ
Ｖ
事
業

平
成
28
年
度
か
ら

４
年
目
と
な
り
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
が
単
発
の
事
業
が

多
い
。
地
域
で
は
こ
の
事
業

を
推
進
す
る
た
め
に
有
志
の

会
を
立
ち
上
げ
て
、
月
２
回

ほ
ど
会
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｙ
Ｈ
Ｖ
事
業
は
地
域

主
導
に
な
る
と
良
い
な
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
補
助
金
が

終
わ
っ
た
ら
事
業
も
終
わ
り

と
な
ら
な
い
た
め
に
も
重
要

で
す
し
、
せ
っ
か
く
で
き
た

有
志
の
会
を
町
も
支
援
し
て

い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
。

「
里
山
の
台
所
」

と
い
う
冊
子
は
良
い
と
思
い

ま
し
た
。
冊
子
だ
け
で
終
わ

ら
ず
に
地
域
の
食
文
化
を
若

い
世
代
に
伝
承
す
る
た
め
に

も
、
七
つ
星
カ
フ
ェ
等
で
出

せ
ま
せ
ん
か
。
地
元
の
食
材

を
使
い
、
こ
こ
で
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
料
理
と
し
て
付
加

価
値
が
高
め
ら
れ
る
。
ジ
ビ

エ
料
理
も
食
べ
ら
れ
る
と
良

い
。

カ
フ
ェ
の
メ
ニ
ュ
ー

ま
で
検
証
し
て
い
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
町
は
ド
ッ
グ

ラ
ン
等
の
運
営
状
況
を
定
期

的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
に
な
っ
て
１
年
半
、

工
夫
し
て
前
向
き
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
地
元
か
ら
の

ご
意
見
と
し
て
所
管
課
に
伝

え
ま
す
。

寄
の
遊
休
農
地
を

使
っ
て
作
っ
た
酒
米
か
ら
で

き
た
松
田
美
人
は
人
気
で
お

い
し
か
っ
た
。
継
続
で
き
な

い
か
。

１
１
０
周
年
記
念
で

町
主
導
で
や
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
民
間
ベ
ー
ス
で
採
算

が
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

寄
中
学
校
利
活
用

閉
校
に
向
け
て
一

所
懸
命
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
利
活
用
の
情
報
が

入
っ
て
き
ま
せ
ん
。
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

次
の
段
階
に
進
ん
で
ほ
し
い
。

ま
だ
町
に
具
体
的
な

計
画
は
無
い
よ
う
で
す
。
地

域
の
声
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、

ス
ポ
ー
ツ
の
合
宿
、
以
前
は

グ
ラ
ン
ド
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
を
や
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
日
本
語
学
校
な
ど
ど
う

で
す
か
。町

外
の
方
に
来
て
も

ら
う
か
、
地
域
で
利
活
用
し

た
方
が
良
い
か
を
含
め
、
考

え
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
問
題

ヤ
マ
ビ
ル
の
駆
除

剤
は
、
ペ
ッ
ト
や
小
さ
い
お

子
さ
ん
に
は
危
険
で
す
。
散

布
後
は
ハ
イ
カ
ー
を
含
め
て

周
知
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

散
布
後
の
周
知
の
件

は
、
担
当
課
へ
伝
え
ま
す
。

宇
津
茂
の
ロ
ウ
バ

イ
園
付
近
で
イ
ノ
シ
シ
に
畑

を
荒
ら
さ
れ
た
と
い
う
情
報

が
あ
る
。電

気
柵
の
補
助
金
が

使
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

即
効
性
が
あ
る
の
で
、
観
光

経
済
課
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

寄
自
然
休
養
村
と

Ｙ
Ｈ
Ｖ
事
業
の
関
連

寄
地
区
「
寄
を
語
ろ
う
！
」

参
加
者

参
加
者

参
加
者

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

議
員

議
員

議
員
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駅
周
辺
整
備
は
第

５
次
総
合
計
画
の
頃
か
ら
町

民
の
第
１
希
望
で
し
た
。
歩

行
者
と
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・

自
家
用
車
が
混
在
す
る
現
状

は
危
険
な
の
で
広
場
だ
け
で

も
進
め
て
ほ
し
い
。
集
約
施

設
は
事
業
費
も
莫
大
で
実
態

に
合
う
か
疑
問
。

集
約
施
設
は
組
合
施

行
で
、
ま
だ
で
き
る
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
度
か

ら
法
定
事
務
手
続
き
を
進
め

て
、
２
０
２
３
年
以
降
着
工

と
な
っ
て
い
る
が
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
的
に
可
能
で
す
か
。

都
市
計
画
決
定
が
無

い
と
工
事
に
入
れ
ま
せ
ん
。

交
通
各
社
と
の
交
渉
も
具
体

的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

駅
事
業
に
反
対
で

は
な
い
が
、
総
事
業
費
１
５

０
億
円
の
規
模
が
必
要
な
の

か
。
駅
ビ
ル
を
造
れ
ば
人
が

集
ま
る
時
代
で
は
な
く
、
近

隣
で
は
南
足
柄
市
の
駅
ビ
ル
、

香
川
県
高
松
、
富
山
県
高
岡
、

秋
田
県
、
青
森
県
な
ど
駅
周

辺
事
業
は
芳
し
く
な
い
。
最

終
的
に
自
治
体
が
何
と
か
す

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
駅
前
に
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
作
り
混
雑
を
緩
和

す
る
の
は
よ
い
が
、
混
雑
の

分
析
を
し
て
い
る
の
か
。
駅

か
ら
徒
歩
圏
に
駐
車
場
も
増

え
て
い
る
。

駅
周
辺
事
業
は
、
整

備
が
必
要
と
い
う
認
識
は
共

通
で
、
期
待
は
し
た
い
が
規

模
に
つ
い
て
ど
う
か
と
い
う

ご
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。

事
業
費
、
そ
れ
に
よ
る
負
債
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
詳
し
く

出
し
て
も
ら
う
よ
う
町
に
要

望
し
ま
す
。
駅
の
利
用
者
数

に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
第
一
生
命
は

無
く
な
り
、
足
柄
上
病
院
利

用
者
も
減
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
立
花
学
園
は
増
え
て
い

ま
す
。

松
田
小
学
校
建
設

耐
力
度
調
査
と
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。

耐
震
調
査
と
は
別
で
、

建
物
の
耐
久
性
が
ど
の
く
ら

い
あ
る
か
を
調
べ
ま
す
。
松

田
小
学
校
は
、
基
準
値
以
下

に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
命
を
守
る
た
め
に
、
建
て

替
え
事
業
は
遅
ら
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

中
学
校
の
方
が
古

い
の
で
す
が
、
そ
ち
ら
は
ど

う
で
す
か
。

中
学
校
は
ま
だ
大
丈

夫
で
す
。
４
階
建
て
と
３
階

建
て
と
い
う
違
い
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

や
が
て
中
学
校
も

耐
力
度
が
落
ち
て
く
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。
そ
の
た
め

小
中
一
貫
校
を
見
据
え
た
建

て
方
な
の
で
す
か
。
で
も
運

動
場
は
中
学
校
の
基
準
の
１

周
２
０
０
ｍ
、
直
線
１
０
０

ｍ
取
れ
ま
せ
ん
。
サ
ッ
カ
ー

も
野
球
も
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。

学
校
の
在
り
方
検
討

会
で
は
小
中
一
貫
校
の
方
向

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
場

所
が
別
で
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
一
貫
性
が
あ
れ
ば
可
能
で

す
。
必
ず
し
も
小
中
学
校
を

１
箇
所
に
す
る
事
が
決
ま
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

校
舎
と
し
て
は
将
来
的
に
増

築
す
れ
ば
一
貫
校
も
対
応
可

能
で
す
。
そ
の
場
合
で
も
運

動
場
の
問
題
は
課
題
で
す
。

木
造
３
階
建
て
は

素
晴
ら
し
い
。
子
育
て
世
代

に
は
魅
力
的
で
、
人
口
増
に

結
び
つ
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
木
に
は
癒
し
効
果

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
耐
火

性
は
ど
う
で
す
か
。

基
本
は
Ｒ
Ｃ
造
で
、

見
え
る
と
こ
ろ
を
木
質
化
す

る
計
画
で
す
。
Ｒ
Ｃ
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
防
火
壁
に
よ

り
延
焼
を
防
ぎ
ま
す
。

こ
の
事
業
も
事
業

費
の
問
題
が
あ
る
。
相
当
な

借
金
に
な
る
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
が
心
配
で
す
。
18

教
室
も
必
要
な
い
。
も
っ
と

コ
ン
パ
ク
ト
に
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

公
債
費
比
率
と
い
う

指
標
が
あ
り
ま
す
が
、
松
田

小
学
校
建
設
を
入
れ
て
も
、

13
％
い
き
ま
せ
ん
。
小
学
校

建
設
に
つ
い
て
は
今
の
財
政

状
況
で
も
対
応
で
き
る
と
見

て
い
ま
す
。学

校
は
避
難
所
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。
町
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
側
面
だ
と
思
い

ま
す
。

議
会
か
ら
も
、
避
難

所
と
し
て
十
分
な
配
慮
、
ま

た
地
域
の
方
が
使
え
る
場
と

し
て
の
工
夫
を
要
望
し
て
い

ま
す
。
建
設
委
員
会
も
町
民

の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
て
進

め
て
い
く
の
で
、
議
会
も
今

後
の
成
り
行
き
を
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

新
松
田
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

松
田
地
区
「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
ろ
う
」

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

参
加
者

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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編　　集
あとがき

　

猛
暑
の
夏
も
い
つ
し
か
過
ぎ
去

り
、
過
ご
し
や
す
い
秋
が
深
ま
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
台
風
15
号
で
は
姉
妹

町
の
千
葉
県
横
芝
光
町
が
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
本
町
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
の
要
請
が
あ
り
、
近
隣
の

市
町
の
協
力
を
得
て
１
千
枚
を
お

届
け
し
、
と
て
も
喜
ば
れ
た
と
伺

い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
議
会
広
報
広
聴
常
任
委

員
会
も
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト

し
、
こ
れ
ま
で
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
試
み
て
き
た
事
を
、
さ
ら

に
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

�

（
南
雲
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

南
雲
ま
さ
子

　

副
委
員
長　

唐
澤　

一
代

　

委

員　

古
谷
星
工
人

　

委

員　

田
代　
　

実

　

委

員　

飯
田　
　

一
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寄のこれから
K

カーン・アーシフ

HAN ASIFさん（弥勒寺在住）
　横浜から松田町寄に移住
　私たち家族が寄に引っ越してきたのは2018
年4月のことです。「自然のあるところで子育
て」、「地域に根差した暮らし」等、夫婦それぞ
れ想いがあり、遠くは岡山まで見に行きました
が、妻の実家から程近い、この地にたどり着き
ました。足掛け8年の結論でした。
　寄の印象
　初めて寄に見学に来た時、
私は本当に驚きました。都心
からこれ程近くて、便の良い
所に、こんなに緑豊かで美し
い場所があったのかと。私と
妻の直感、土地とのご縁が重
なり、約半年後には寄に転居
を果たしていました。
　寄に住み始め、私は可能な
限り様々な所に顔を出しまし
た。草刈りと飲み会、自治会の運動会、寄神社
例祭、納涼祭など。その中で、印象付けられた
のは、寄の「地域力」の強さです。土地を受け
継いできた地元住民を筆頭に、寄に魅力を感じ
移り住んできた住民もこれを引き継ごうと協力
し合う姿を見ました。人と人との繋がりが希薄
な時勢の中、こうした協働の文化を未だ残す寄
を心から素晴らしいと思いました。
　今、そしてこれから　母国に想いを馳せながら
　移住して1年半、今、私たちが強く思って
いるのは、寄の素晴らしさを後世に残すため、
「10年後を想像しながら、今を創る」必要が
あるという事です。なぜなら、自然環境も、コ
ミュニティも、「今まで通り」を続けても「変わ

らない」を実現する事は出来ないからです。そ
れは、寄の子供が激減している現状が証明して
います。そして行動を起こす時、それは「今」
だと感じています。妻が計画中の地域カフェを
足がかりに、微力ながら、私たちも考え行動し
ていきたいと思っています。
　さて、私の母国インドでは、大きな菩提樹の
木陰でお茶を飲む光景があちこちで見られま

す。暑さをしのぐ木陰を求め
人が集まり、そこは憩いの場
となる訳ですが、その場は人
と人との繋がりを深め、確認
する大切な時間を育んでいま
す。私は寄にもそんな場所が
必要だと思っています。
　そこで、住みよい寄のため
に私からひとつ提案です！
　寄に公園を創っては如何で

しょう？今の寄には、子どもがのびのび遊べる
場所、水を飲む場所、休憩する所がありません。
山歩きや観光で来られる方にも、子どもにも住
民にも開かれた「居場所」がないのです。
★散歩コース、居心地のいいベンチと屋根、筋
トレ器具、間伐材利用のアスレチック、自転車
で走ってよい広場、放課後そこが子どもの居場
所になります。駅周辺地区や町外から寄に遊び
に来る子供たちも増えるでしょう。地元に愛さ
れる自然を利用した公園、二宮の吾妻山公園な
どをお手本にアレンジして、寄ならではの素敵
な公園を一緒につくりませんか？実現すれば私
が大きな木陰でチャイ屋（インドの茶屋）をや
りましょう♪

田代橋にて


